
５
月
17
日
、
沖
縄
セ
ル
ラ
ー

ス
タ
ジ
ア
ム
那
覇
。
炎
天
の
中
、

シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
の
ブ
ル
ー
の

Ｔ
シ
ャ
ツ
や
タ
オ
ル
、
帽

子
を
身
に
つ
け
た
３
万
５

千
の
人
が
、
内
外
野
ス
タ

ン
ド
を
埋
め
尽
し
ま
し
た
。

大
会
は
普
天
間
高
校
１

年
、
宮
城
り
な
さ
ん
の
司

会
で
始
ま
り
各
共
同
代
表

の
あ
い
さ
つ
、
そ
し
て
登

壇
し
た
翁
長
知
事
は
、

「
私
は
多
く
の
県
民
の
負

託
を
受
け
た
知
事
と
し
て
、

県
の
有
す
る
あ
ら
ゆ
る
手

法
を
用
い
て
辺
野
古
に
新

基
地
を
造
ら
せ
な
い
と
い

う
公
約
実
現
に
向
け
て
全
力
で

取
り
組
ん
で
ゆ
く
こ
と
を
皆
さ

ん
に
改
め
て
決
意
を
致
し
ま
す
。
」

と
宣
言
す
る
と
会
場
か
ら
は
大

き
な
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
「
沖
縄
の
原
点
は
普

天
間
基
地
が
戦
後
米
軍
に
強
制

接
収
さ
れ
た
こ
と
。
沖
縄
は
自

ら
基
地
を
提
供
し
た
こ
と
は
一

度
も
な
い
」
と
述
べ
な
が
ら
、

世
界
一
危
険
な
普
天
間
基
地
の

解
決
策
を
、
あ
く
ま
で
辺
野
古

新
基
地
に
固
執
す
る
政
府
を
批

判
し
ま
し
た
。
そ
し
て
「
新
辺

野
古
基
地
の
建
設
を
阻
止
す
る

こ
と
が
普
天
間
基
地
を
解
決
す

る
唯
一
の
政
策
で
す
。
」
と
訴

え
る
と
参
加
者
は
立
ち
上
が
っ

て
大
き
な
拍
手
で
応
え
ま
し
た
。

ま
た
、
辺
野
古
基
金
共
同
代

表
、
呉
屋
守
将
氏
（
金
秀
グ
ル
ー

プ
会
長
）
は
、
基
金
が
２
億
１

千
１
０
０
万
に
達
し
た
こ
と
を

報
告
。
寄
せ
ら
れ
た
１
６
０
０

件
の
基
金
の
７
割
が
本
土
か
ら

の
送
金
で
あ
る
こ
と
。
「
オ
ー

ル
沖
縄
が
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
に

変
化
し
て
い
る
こ
と
を
実
感
し

て
い
る
。
新
辺
野
古
基
地

建
設
阻
止
を
オ
ー
ル
ジ
ャ

パ
ン
の
力
で
実
現
し
よ
う
」

と
訴
え
ま
し
た
。

決
議
文
が
採
択
さ
れ
、

参
加
者
は
入
場
の
時
配
ら

れ
た
「
辺
野
古
新
基
地
Ｎ

Ｏ
」
「
屈
し
な
い
」
と
書

い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
ボ
ー
ド

を
掲
げ
、
決
意
を
ア
ピ
ー

ル
し
ま
し
た
。

本
土
か
ら
の
支
援
・
連

帯
は
沖
縄
県
民
の
た
た
か

い
の
大
き
な
励
ま
し
と
な
っ

て
い
ま
す
。
辺
野
古
新
基
地
建

設
阻
止
は
日
本
国
民
の
共
同
の

た
た
か
い
だ
と
い
う
こ
と
を
改

め
て
感
じ
て
き
ま
し
た
。

18
日
に
は
北
部
の
ヘ
リ
パ
ッ

ト
基
地
反
対
の
た
た
か
い
を
進

め
る
、
高
江
の
住
民
た
ち
を
訪

問
し
交
流
し
て
き
ま
し
た
。
映

画
『
標
的
の
村
』
で
知
ら
れ
る

現
地
で
は
、
集
落
を
取
り
囲
む

よ
う
に
オ
ス
プ
レ
イ
が
離
着
陸

す
る
基
地
を
造
ろ
う
と
い
う
計

画
に
、
住
民
が
ゲ
ー
ト
前
で
監

視
テ
ン
ト
を
張
り
、
工
事
を
阻

止
し
続
け
て
い
ま
す
。

午
後
は
名
護
市
の
辺
野
古
漁

港
近
く
の
ヘ
リ
基
地
反
対
協
議

会
の
テ
ン
ト
を
訪
れ
て
、
静
岡

市
平
和
委
員
会
の
仲
間
た
ち
か

ら
預
か
っ
た
、
基
地
の
フ
ェ
ン

ス
に
縛
り
付
け
る
バ
ナ
ー
（
横

断
幕
）
を
手
渡
し
な
が
ら
、
励

ま
し
励
ま
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
プ
シ
ュ
ワ
ブ
の
ゲ
ー

ト
前
で
は
、
大
勢
の
仲
間
が
テ

ン
ト
を
張
り
連
日
座
り
込
み
を

行
っ
て
新
基
地
建
設
阻
止
を
訴

え
て
い
ま
す
。

海
上
で
工
事
を
監
視
す
る
反

対
住
民
の
船
舶
を
襲
い
、
暴
力

を
ふ
る
い
、
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー

ト
を
転
覆
さ
せ
る
な
ど
、
海
上

保
安
庁
の
無
法
に
県
民
の
怒
り

の
声
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
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５月６日 国民平和行進スタートの夢の島。物凄く大勢の行進者が集まり、

思いを行動に、思いはひとつ。凄いパワーでした。＼(^-^)／

５月12日 1977年9月27日横浜青葉区。閑静な住宅街に米軍機が墜落してマ

マと可愛い子供さんが２人亡くなりました。とても悲しい現場ですが今は

公園になっていました。横に、焼け焦げた電柱があったそうですがすぐ、

撤去されたそうです。皆さん、語り継ぎましょう。

５月14日 我々と共に神奈川県内を通し行進している、フィリピンミンダナ

オ人民平和運動家、VALTIMORE FENISさん・32歳が米軍横須賀基地ゲート

前でマイクを使い大きな声で、これ以上世界に戦争を撒き散らさないでく

れと英語でスピーチ。物凄い迫力で米兵や警察、道行く人がみていました。

５月20日 東富士演習場、駒門駐屯地。何年か前より確実に戦車、装甲車、

大型車、ジープ、数が多くなっていました。これらを使い若い自衛隊員を

戦地に送りだすのはヤメテください。どこの国の人も殺したくないし、若

者自衛隊員も殺されたくない。それをしようとしている安倍自民党を選ん

だ国民にも責任があると思います。

松永洋子さん（65歳・静岡市葵区）は東京→広島、初通し行進者です。

５月６日 国民平和行進スタートの夢の島。物凄く大勢の行進者が集まり、

思いを行動に、思いはひとつ。凄いパワーでした。＼(^-^)／

５月12日 1977年9月27日横浜青葉区。閑静な住宅街に米軍機が墜落してマ

マと可愛い子供さんが２人亡くなりました。とても悲しい現場ですが今は

公園になっていました。横に、焼け焦げた電柱があったそうですがすぐ、

撤去されたそうです。皆さん、語り継ぎましょう。

５月14日 我々と共に神奈川県内を通し行進している、フィリピンミンダナ

オ人民平和運動家、VALTIMORE FENISさん・32歳が米軍横須賀基地ゲート

前でマイクを使い大きな声で、これ以上世界に戦争を撒き散らさないでく

れと英語でスピーチ。物凄い迫力で米兵や警察、道行く人がみていました。

５月20日 東富士演習場、駒門駐屯地。何年か前より確実に戦車、装甲車、

大型車、ジープ、数が多くなっていました。これらを使い若い自衛隊員を

戦地に送りだすのはヤメテください。どこの国の人も殺したくないし、若

者自衛隊員も殺されたくない。それをしようとしている安倍自民党を選ん

だ国民にも責任があると思います。

松永洋子さん（65歳・静岡市葵区）は東京→広島、初通し行進者です。

平和行進
ブログ便り
～松永洋子～

平和行進
ブログ便り
～松永洋子～

辺
野
古
Ｎ
Ｏ
！

沖
縄
県
民
大
会

辺
野
古
Ｎ
Ｏ
！

沖
縄
県
民
大
会

↑5月21日アップ写真・松永洋子さん(右端）。ブログ

のアドレスは http://ameblo.jp/heiwakousin/
スマホから毎日アップされています。
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今
年
５
月
に
鈴
木
様
か
ら
お

手
紙
を
頂
き
ま
し
て
、
父
の
思

い
な
ど
を
思
い
巡
ら
し
て
い
た

と
き
、
テ
レ
ビ
で
巨
大
潜
水
艦

［
伊
４
０
０
］
の
映
像
を
見
て
、

初
め
て
父
が
造
船
所
に
勤
務
し

て
い
た
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

約
20
年
前
、
静
岡
か
ら
８
月

９
日
、
長
崎
の
平
和
祈
念
大
会

に
松
本
光
子
さ
ん
と
参
加
し
ま

し
た
。

宿
泊
ホ
テ
ル
か
ら
徒
歩
10
分

位
の
所
に
あ
る
私
の
実
家
で
父

に
平
和
大
会
に
来
た
い
き
さ
つ

を
話
す
と
、
「
う
ん
、
い
い
事

だ
ね
」
と
言
い
ま
し
た
。
原
爆

に
つ
い
て
父
に
直
接
話
を
聞
く

の
は
初
め
て
で
し
た
。
「
原
爆

を
見
た
の
？
」
と
聞
き
ま
し
た

ら
「
う
ん
、
大
き
な
灰
色
の
雲

を
見
た
」
と
一
言
だ
け
言
い
ま

し
た
。
そ
の
眼
は
遠
い
空
を
見

て
い
る
よ
う
で
、
二
人
と
も
黙
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
父
は
心
臓
病
で
入

退
院
を
繰
り
返
し
、
平
成
11
年

84
才
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
あ

の
時
、
も
っ
と
も
っ
と
、
い
ろ

ん
な
こ
と
を
話
し
合
っ
て
お
き

た
か
っ
た
、
と
思
い
ま
し
た
。

造
船
に
関
わ
っ
た
父
は
、
一

発
の
ピ
カ
で
こ
ん
な
に
も
多
く

の
犠
牲
が
出
た
事
、
戦
争
に
関

わ
る
こ
と
の
重
さ
を
心
の
な
か

に
秘
め
て
、
戦
後
、
川
南
造
船

所
を
や
め
、
建
築
設
計
測
量
の

道
に
進
み
、
戦
後
の
国
の

復
興
に
全
力
を
傾
け
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

華
々
し
く
進
水
し
て
行
っ

た
多
く
の
船
、
幾
多
の
船

と
と
も
に
帰
ら
な
か
っ
た

多
く
の
人
た
ち
の
、
大
き

く
手
を
振
る
笑
顔
が
、
青

く
美
し
い
長
崎
の
港
と
共

に
、
ピ
カ
の
灰
色
の
雲
を
見
た

と
言
っ
た
父
の
瞳
の
底
に
深
く

映
っ
て
い
た
よ
う
に
今
、
思
い

ま
す
。

母
は
終
戦
か
ら
14
年
後
、
42

歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

あ
る
日
、
新
聞
を
切
り
抜
い

て
襖
に
子
供
の
目
の
高
さ
に
貼

り
ま
し
た
。
『
原
爆
許
す
ま
じ
』

と
い
う
歌
だ
と
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。
両
親
は
よ
く
新
聞
の
写

真
を
見
せ
な
が
ら
、
私
た
ち
四

人
の
兄
弟
に
説
明
し
て
く
れ
て

い
ま
し
た
。

小
さ
い
頃
、
遠
く
で
「
な
っ

と
う
ー
な
っ
と
ー
」
と
い
う
声

を
聞
き
ま
し
た
。
時
々
暗
く
な
っ

て
か
ら
勝
手
口
の
戸
を
た
た
き
、

納
豆
売
り
の
少
年
が
来
て
い
ま

し
た
。
小
学
５
～
６
年
生
位
の

子
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の

日
は
、
母
と
少
し
話
を
し
て
い

ま
し
た
。

私
は
当
時
、
納
豆
が
苦
手
で

「
あ
あ
、
ま
た
納
豆
を
買
っ
て

い
る
・
・
・
」
と
思
っ
た
事
が

顔
に
出
た
の
か
、
母
は
そ
の
子

の
こ
と
を
「
お
父
さ
ん
は
亡
く

な
っ
て
、
お
母
さ
ん
は
病
気
で

年
下
の
子
が
二
人
い
る
ん
だ
っ

て
」
と
、
ち
ょ
っ
と
微
笑
ん
で

言
い
ま
し
た
。

事
務
所
に
は
住
み
込
み
の
お

兄
さ
ん
達
も
居
ま
し
た
の
で
、

私
は
ほ
と
ん
ど
食
べ
た
記
憶
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。青

山
智
佳
子

被
爆
時
、
一
歳
十
か
月
だ
っ

た
青
山
さ
ん
は
、
被
爆
者
手
帳

を
取
得
し
て
い
ま
す
。
父
上
、

上
野
兼
雄
さ
ん
か
ら
直
接
原
爆

に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
の
は
50

歳
こ
ろ
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
。

上
野
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
後

に
、
こ
こ
に
ご
紹
介
す
る
手
帳

交
付
申
請
書
の
存
在
を
知
っ
た

と
の
こ
と
で
す
。
こ
の
申
請
書

は
つ
い
に
提
出
さ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
上
野
さ
ん
の
胸
の
う
ち

を
去
来
し
た
思
い
は
な
ん
だ
っ

た
で
し
ょ
う
か
。
（
鈴
木

正
）

今
年
５
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に
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木
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ら
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手
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を
頂
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ま
し
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、
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思
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な
ど
を
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し
て
い
た
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テ
レ
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潜
水
艦

［
伊
４
０
０
］
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光
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あ
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原
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。
「
原
爆
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し
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の
雲
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見
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ま

し
た
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う
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者
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を
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い
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す
。
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直
接
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に
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お
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の
は
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こ
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に
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ら
の
こ
と
。

上
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さ
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が
亡
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ら
れ
た
後

に
、
こ
こ
に
ご
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す
る
手
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交
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の
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知
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た

と
の
こ
と
で
す
。
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は
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に
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